



一 平和 を求 めて
高 屋 定 國
敗 戦(一 九 四五年 八月)
一九二七年(昭 和二年)生 まれの私にとっては,小学生時代に日支事変(一
九三七年七月)が 始 り,中学二年の時には,大東亜戦争(一 九四一年十二月)
に突入 し,卒業(旧 制五年)の 年の八月は敗戦であった。





までの國家 ・政府 ・社会の在 り方が間違っていたと言われ,驚 くと共に,今迄
の指導者達(政 治 ・言論 ・経済その他)に 対する不信の念を持 った。
この時(一九四五年八月十五日正午)の 天皇の放送は,今 でもはっきりと覚
えている。 この時の気持ちが,そ の後の私の一生を左右 して居 り,恐 らく死ぬ
迄,持 ち続けて行 くであろう。






































で,事 変の中から中國民衆の姿を見て,彼 の強い人道主義が反戦主義に移行 し,
そこで,ア グネス ・スメー ドレーや リヒアル ト・ゾルゲと知 り合い彼等の強い
影響を受け,その后の尾崎の思想と行動を決定づけた。
私が,尾 崎を調べ出した当時は,未 だ,彼 をその様に理解する人達は少なく,
支那問題の専門家であったが,近 衛内閣の顧問であった点を強調 して批判的で
あった。
しか し,私は,尾崎を調べば調べる程,尾 崎 ・ゾルゲ ・グループの戦局に対
す影響が大きく,当然,研 究の範囲が,当時の日本の対外政策の決定過程から
ソ連の対独政策にも大 きく影響 した事が解って来た。 この点にっいては,最近,





この情報を信 じたスター リンは,極東の赤軍をヨーロッパの東部戦線に移動 し,
独軍の包囲か ら脱出 し,東部戦線での赤軍の勝利の発端 となった事である。
しか し,同 じ様に,ゾルゲは,独軍の対 ソ戦の日時迄,東京で知り,モスコー
に打電 したが,ス ター リンは,前 回と反対に,そ れを信用せず,対抗処置を取
らなかった為,独 ソ戦の緒戦では敗北 した。同じゾルゲからの情報にっ いて,





その第一は,「一っの正 しい情報は,万巻の書物に優 る」 こと。
第二は,國境 民族を越えて共通の政治課題にっいて取組む事が出来ること。




















紹介 したが,國 際政治を研究するばか りでなく,前述 した様に敗戦の時に焼き





題 は,中國との國交の正常化であると考えた。丁度,そ の時,或 る政党からの
要請 もあり,その道に盡力 した。
この過程で,書物や活字では得 られない具体的な経緯を,中國の指導者達の
会談や会話から得る事が出来,時 には,或 る条約の締結にっいて依頼 されて交
渉 した事 もあり,その中で,國 際政治学や政治学の勉強に非常に大きなものを
得 る事が出来た。
























この様にして,私 の社会科学=政 治学=國 際政治学の研究は,私 の考える当
面の政治的課題に従 って,問題を設定 し,それが,私 なりに解決す ると次の課
題に移っていった。






きた。又,人 間 はその様 な選択の 自由を持 って居 り,従 って,そ の結果 に対す
る責任 を持 って毎 日生 きて いる者であ ると思 う。






「日本におけるキリス ト教 と社会問題」 一九六三年 みすず書房
「共産主義の"変容"と 國際政治」 一九七九年 外務省調査部
「ゾルゲ事件」 一九七九年 至文堂
M.ド ルーロヴィツ著 「試練に立っ自主管理」 一九八〇年 岩波書店
E.カルデ リ著 「民族と國際関係の理論」 一九八六年 ミネルヴァ書房
ILO「ユーゴスラビアの企業における労働者自主管理制度」 一九七四年 至誠堂
コミンテルン編 「極東勤労者大会一日本共産党成立の原点」 一九七〇年 合同出版
M.シ ョー著 「グローバル社会と國際政治」 一九九七年 ミネルヴァ書房
(たかやさだくに 佛教大学社会学部社会学科教授)
